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論文の要旨 
本論文は、家具の外観を持ちながら物理的な入出力機能を持つデバイスを表現内容とした芸術作
品について論じるものである。椅子は人が家具の中でも日常的に最もインタラクションを行うもの
であるため、そこに新たな相互作用の形態を実現することを企図した。本論文で紹介する作品「ニ
ゲルイス」の第一のねらいは、座るという行動を逆説的に際立たせ、新たな気付きを与えることで
ある。ニゲルイスは、近づこうとする人間から逃げようとする家具デバイスで、接近する人間を感
知したとき、座られまいとして逃走する。この特徴により、ニゲルイスは「座る」という行動が何
を意味するかのようなユーザの知覚を補強することをねらう。 
ニゲルイスの第二のねらいは、椅子の振る舞いに人格の存在を錯覚させることである。このデバ
イスは単純な機能を持った機械で、当然意志は介在しないが、ユーザがニゲルイスとのインタラク
ションを通じてその中に意志のようなものを感じ取り、あたかもそれが人格を持った存在として扱
われることを目的としている。 
本研究では、「座る」という普段無自覚的に行っている「自身の行動の知覚」、及び無生物である
家具へ共感を示しその意思を感じる「人格の錯覚」をねらい、人の接近を検知して逃走を試みる装
置「ニゲルイス」の製作を行い、その性能評価を実施した。さらには、本装置の展示等からの観察
 
実験及び体験者からの聴き取りを行い、体験者の自身の行動の知覚と人格の錯覚が起きたことが確
認できた。また、設計時に意図していなかった運動の増幅や遊びの要素、生物感の演出手法につい
ての示唆が得られた。とりわけ遊びの要素に関しては、ニゲルイスの将来的な応用を考える際に有
用である。 
 
審査の要旨 
【批評】 
本論文は、人間情報学における最も重要なテーマの一つであるインタラクションに関して、家具
をモチーフにした芸術作品「ニゲルイス」を通じて、それを惹起する試みについて論じたものであ
る。本論文は、芸術と工学の両分野を横断するものであるが、科学技術と芸術は、本来評価手法に
大きな違いがある。科学技術の成果を評価する手法はすでに確立しており、論文という著作物をピ
アレビューすることによって評価がなされる。一方芸術では作品が成果であり、その評価は学芸員
や美術評論家、ひいては美術館の一般来場者といった人々の価値判断にゆだねられる。したがって、
作品を制作する作家は一般には著作物という発表形態はとらない。このように評価軸が大きく異な
る芸術と工学の両分野を横断することは大いなる挑戦である。 
本論文は、この課題に対する回答として、作品の持つ意義を美学と工学の両面から著述すること
を試みている。美学は「美とは何か」という哲学思想を出発点にしており、美に対する批評の学問
である。本論文では、美学的な考察として、著者が提案する椅子型デバイスに関する歴史的背景に
ついて調査し、関連する作品や芸術思想について、著者の作品の制作意図との関連性という立場で
論考している。次に、工学的な客観性を担保するために、制作したニゲルイスについて、デバイス
単体としての性能を計測した。加えて、当該作品の展覧会等における体験者の主観評価についても
論じている。 
これらを総括すると、ニゲルイスのコンセプトとしての美学的意義が認められ、このコンセプト
に基づいて制作された作品の工学的有効性が明らかになった。これにより、本論文は芸術と工学の
両分野を横断する論文として、優れたものであると評価できる。 
 
 
【最終試験の結果】 
 
令和２年 1月 29日、専門委員会において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者に論文につ
いて説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員によって、
合格と判定された。 
 
 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（人間情報学）の学位を受け
るに十分な資格を有するものと認める。 
